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永
遠
の
こ
だ
ま

　

─
敦
煌
壁
画
の
『
法
華
経
』
図
像
と
そ
の
現
代
に
お
け
る
啓
示

─

張
元
林一

、
敦
煌
石
窟

─
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
上
の

　
　
文
化
の
宝
庫

１
　
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
上
の
敦
煌

　

敦
煌
は
、
今
日
の
中
国
甘
粛
省
の
河
西
回
廊
の
最
西
端
の
地

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
南
部
は
連
綿
と
し
た
祁
連
山
脈
と
青
海︲

チ
ベ
ッ
ト
高
原
の
北
縁
で
あ
り
、
北
は
モ
ン
ゴ
ル
高
原
南
縁
の

ゴ
ビ
︹
砂
漠
︺
に
接
し
、
西
は
広
大
な
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
大
砂
漠
の

縁
の
ク
ム
タ
グ
砂
漠
に
連
な
っ
て
い
て
、
面
積
は
約
三
・
一
二

万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。
祁
連
山
の
雪
解
け
水
を
灌

漑
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
砂
漠
や
ゴ
ビ
に
取
り
囲

ま
れ
た
地
域
に
小
さ
な
オ
ア
シ
ス
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
考
古

学
的
発
見
は
、
早
く
も
今
か
ら
四
千
年
前
の
新
石
器
時
代
に
は
、

す
で
に
こ
の
微
小
な
敦
煌
の
オ
ア
シ
ス
に
人
類
の
活
動
が
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
紀
元
前
の
二
千
年
以
上
も
の
間
、

︹
サ
カ
︺、
烏
孫
、
月
氏
、
匈
奴
等
西
方
の
民
族
が
こ
こ
で
次

第
に
増
え
、
生
存
し
ま
し
た
。
河
西︲

敦
煌
地
域
の
覇
権
を
争

う
た
め
に
、
各
民
族
の
間
に
は
つ
ね
に
争
奪
戦
が
あ
り
ま
し
た
。

﹁
そ
ち
ら
が
歌
い
了お

わ
れ
ば
、
こ
ち
ら
が
登
場
し
﹂︹﹃
紅
桜
夢
﹄
第
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一
回
︺

│
紀
元
前
二
〇
〇
年
頃
に
は
匈
奴
が
、
敦
煌︲

河
西

地
域
に
も
と
も
と
居
住
し
て
い
た
大
月
氏
と
烏
孫
を
前
後
し
て

天
山
以
北
の
地
に
逐
い
や
り
、
敦
煌
を
含
む
黄
河
以
西
の
広
大

な
地
域
を
統
治
し
ま
し
た
。
大
月
氏
は
北
へ
ず
っ
と
移
動
し
て
、

今
日
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
領
内
の
ア
ム
河
と
シ
ル
河
の
渓
谷
地

帯
に
ま
で
達
し
ま
し
た
が
、
彼
等
の
末
裔
は
後
に
、
今
日
の
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
北
部
と
西
北
部
を
含
ん
だ
、﹁
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
﹂

の
影
響
を
深
く
受
け
た
バ
ク
ト
リ
ア
地
域
に
お
い
て
ク
シ
ャ
ン

王
朝
を
樹
立
し
、
仏
教
お
よ
び
仏
教
芸
術
の
東
伝
を
促
す
極
め

て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
匈
奴
は
敦
煌︲

河
西
地
域

を
占
拠
し
た
後
も
、
絶
え
ず
漢
王
朝
の
周
辺
を
侵
攻
し
ま
し
た
。

大
月
氏
や
烏
孫
と
連
携
し
て
共
に
匈
奴
を
挟
撃
す
る
た
め
に
、

漢
武
帝
は
紀
元
前
一
三
八
年
と
前
一
一
九
年
の
前
後
二
度
、
博

望
侯
の
張
騫
を
西
域
へ
派
遣
し
ま
し
た
。
張
騫
は
二
度
と
も
所

期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の

二
度
の
西
域
派
遣
を
通
し
て
、
西
域
地
域
、
さ
ら
に
は
遠
く
ペ

ル
シ
ャ
と
地
中
海
東
岸
に
ま
で
及
ぶ
地
理
と
風
土
の
情
況
を
深

く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
帰
国
後
、
漢
武
帝
に
報
告
を
し
て
、

漢
武
帝
に
匈
奴
を
撃
破
し
て
西
域
を
開
拓
す
る
決
心
を
さ
ら
に

固
め
さ
せ
ま
し
た
。
紀
元
前
一
一
九
年
頃
、
漢
朝
の
軍
隊
が
つ

い
に
匈
奴
を
河
西
地
域
か
ら
逐
い
出
し
、
敦
煌
と
河
西
回
廊
は

中
原
王
朝
の
版
図
に
帰
し
ま
し
た
。
漢
朝
は
敦
煌
と
河
西
回
廊

を
制
圧
し
た
後
、
前
後
し
て
河
西
回
廊
に
武
威
、
張
掖
、
酒
泉
、

敦
煌
の
四
郡
を
設
置
し
ま
し
た
が
、こ
れ
ら
を
史
上
﹁
河
西
四
郡
﹂

と
称
し
ま
す
。
同
時
に
漢
朝
は
、
春
秋
戦
国
時
代
に
秦
国
が
断

続
的
に
修
築
し
て
い
た
長
城
を
繋
ぎ
合
わ
せ
、
は
る
か
敦
煌
以

西
の
塩
沢
地
帯
に
ま
で
延
ば
し
、
さ
ら
に
敦
煌
附
近
の
長
城
の

北
西
と
南
西
の
二
方
向
に
そ
れ
ぞ
れ
玉
門
関
と
陽
関
の
二
つ
の

関
所
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
北
道
と
南
道
︹
い

わ
ゆ
る
西
域
北
道
︵
＝
天
山
南
路
︶
と
西
域
南
道
︺
が
敦
煌
を
通
っ
て

内
地
へ
と
向
か
う
関
門
を
扼や

く
し
ゅ守
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
、

中
国
と
西
方
世
界
と
の
交
通
が
貫
通
し
た
の
で
す
。
敦
煌
か
ら

西
に
向
か
う
と
、
北
は
玉
門
関
に
、
南
は
陽
関
に
そ
れ
ぞ
れ
出

て
、
現
在
の
中
国
新
疆
地
域
の
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
の
南
北
の

辺
縁
を
通
っ
て
、
さ
ら
に
中
国
の
史
籍
で
﹁
葱
嶺
﹂
と
呼
ば
れ

た
パ
ミ
ー
ル
高
原
を
越
え
た
の
で
す
。
そ
こ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

中
央
ア
ジ
ア
、
西
ア
ジ
ア
、
南
ア
ジ
ア
、
小
ア
ジ
ア
、
さ
ら
に

遥
か
な
地
中
海
沿
岸
や
北
ア
フ
リ
カ
地
域
に
ま
で
達
す
る
こ
と
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が
で
き
ま
し
た
。
敦
煌
か
ら
東
に
向
か
う
と
、
河
西
回
廊
を
越

え
て
中
原
の
長
安
と
中
原
地
域
に
ま
で
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
大
ル
ー
ト
こ
そ
、
今
日
世
界
的
に
有
名
な
﹁
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
﹂
な
の
で
す
。
こ
の
二
筋
の
ル
ー
ト
が
敦
煌
で
交
差

す
る
の
で
、
敦
煌
は
ま
た
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
お
け
る
﹁
咽
喉
要

道
︹
喉
元
︺﹂
と
も
な
り
ま
し
た
。
古
代
に
海
運
が
開
通
す
る
前

は
、
中
国
と
西
方
世
界
の
交
通
は
主
に
こ
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を

通
過
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
文
献
記
載
と
考
古
学
的
発
見
は
、

そ
の
実
早
く
も
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
開
通
の
前
か
ら
す
で
に
、
中
国

と
西
方
世
界
に
は
い
く
つ
か
ま
ば
ら
な
貿
易
と
商
業
の
往
来
が

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
特
に
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
張
騫
の
二

度
の
西
域
へ
の
出
使
が
東
西
交
流
史
に
お
け
る
記
念
碑
的
な
事

件
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
中
国
の
史
書
に
お
い
て

﹁
鑿さ

っ
く
う空
の
旅
﹂
と
称
え
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
影
響
は
深
く
、
七
百

年
後
の
唐
代
に
至
っ
て
も
、
敦
煌
の
仏
教
徒
が
み
な
こ
の
実
際

の
歴
史
的
事
件
を
借
用
・
附
会
し
て
、
仏
教
が
中
国
に
伝
播
し

た
歴
史
の
早
さ
を
宣
揚
し
た
の
で
す
（
図
１
）。

No Image

図１　莫高窟第323窟北壁　張騫の西域出使図
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２
　
敦
煌
石
窟
芸
術
の
概
要

　
﹁
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
﹂
は
人
員
の
往
来
と
貿
易
の
大
ル
ー
ト
で
あ

っ
た
だ
け
で
な
く
、
文
化
が
交
流
・
融
合
し
た
ル
ー
ト
で
も
あ

り
ま
し
た
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
開
通
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
貿
易
の

繁
栄
に
と
も
な
っ
て
、
こ
の
ル
ー
ト
上
の
﹁
咽
喉
の
地
﹂、
か
つ

重
要
な
中
継
地
と
し
て
、
多
く
の
﹁
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
﹂
上
を
往

来
す
る
商
人
、
使
節
、
宗
教
伝
道
者
︵
東
へ
仏
教
を
伝
え
た
イ
ン

ド
・
西
域
僧
、
西
の
イ
ン
ド
へ
求ぐ

法ほ
う

に
赴
く
中
国
僧
、
そ
の
他
の
宗
教

の
信
徒
を
含
む
︶、
そ
れ
に
イ
ン
ド
、
ペ
ル
シ
ャ
・
中
央
ア
ジ
ア
の

ソ
グ
ド
等
の
地
の
出
身
の
種
々
の
技
芸
者
が
流
れ
込
み
ま
し
た
。

月
日
の
た
つ
う
ち
に
、
敦
煌
は
自
然
と
﹁
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
﹂
上

の
多
元
文
化
の
合
流
の
地
へ
と
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の

中
に
、
東
へ
仏
法
を
伝
え
た
イ
ン
ド
・
西
域
の
僧
と
西
へ
求
法

に
赴
く
中
国
の
求
法
僧
た
ち
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
仏
教
の

創
始
者
で
あ
る
釈
迦
牟
尼
は
紀
元
前
六︲

五
世
紀
の
間
に
生
き

た
の
で
、
中
国
の
聖
人
で
あ
る
春
秋
時
代
の
孔
子
と
ほ
ぼ
同
時

代
に
な
り
ま
す
。
こ
の
二
人
の
歴
史
的
な
哲
人
と
そ
の
思
想
は
、

以
後
二
千
年
以
上
に
わ
た
っ
て
ず
っ
と
全
ア
ジ
ア
に
影
響
を
及

ぼ
し
続
け
ま
し
た
。
前
世
紀
の
九
〇
年
代
、
敦
煌
の
東
約
六
〇

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
懸
泉
置
遺
跡
か
ら
紀
元
一
世
紀
頃
の
漢
代
に

書
か
れ
た
一
枚
の
木
簡
が
出
土
し
て
、
そ
こ
に
﹁
小
浮
屠
里
﹂

と
い
う
地
名
が
出
て
き
ま
し
た
。
浮ふ

と屠
と
は
︹
も
と
は
ブ
ッ
ダ
の

音
訳
と
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
︺、
つ
ま
り
仏ス
ト
ゥ
ー
パ塔
の
こ
と
で
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
遅
く
と
も
後
漢
時
代
に
は
す
で
に
仏
教
が
敦
煌

に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
中
国
の
僧
・
俗
の
史

料
が
と
も
に
記
載
し
て
い
ま
す
が
、
早
く
も
西
晋
時
代
に
、
著

名
な
高
僧
で
あ
っ
て
﹁
敦
煌
菩
薩
﹂
と
呼
ば
れ
た
月
支
僧
の
竺

法
護
の
弟
子
竺
法
乗
が
敦
煌
で
寺
院
を
設
立
し
て
、
生
徒
を
教

え
て
い
ま
す
。
我
々
が
今
日
知
る
﹃
法
華
経
﹄﹁
三
存
﹂
の
中
の

﹃
正
法
華
経
﹄
は
、
ま
さ
し
く
竺
法
護
が
長
安
の
青
門
寺
で
翻
訳

し
た
も
の
で
す
。
ま
さ
に
竺
法
護
の
よ
う
な
高
僧
と
広
汎
な
信

徒
の
推
進
の
下
で
、
敦
煌
の
仏
教
文
化
は
日
に
日
に
繁
栄
し
て

い
っ
た
の
で
す
。
六
世
紀
中
期
に
成
っ
た
﹃
魏
書
﹄
釈
老
志
の

中
で
は
、﹁
敦
煌
と
い
う
土
地
は
西
域
に
接
し
て
お
り
、
僧
俗
が

調
和
的
に
合
致
し
、
そ
の
︵
西
域
の
︶
古
い
風
習
の
村
落
が
連
な

り
、
多
く
塔
や
寺
が
あ
っ
たあ﹂
と
、
敦
煌
の
仏
教
文
化
を
描
写

し
て
い
ま
す
。
つ
い
に
、
紀
元
三
六
六
年
、
一
人
の
﹁
戒
行
清
虚
﹂
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の
禅
僧
が
東
か
ら
敦
煌
の
鳴め
い

沙さ

山ざ
ん

東
麓
の
宕と
う

泉せ
ん

渓
谷
の
西
岸
に

や
っ
て
来
ま
し
た
。
彼
は
向
か
い
の
三
危
山
の
上
に
万
条
の
光

芒
が
あ
る
の
を
見
て
、
そ
の
す
べ
て
の
光
に
い
ず
れ
も
一
体
の

仏
像
が
あ
る
と
感
じ
、
そ
こ
が
坐
禅
修
道
の
理
想
の
地
だ
と
と

み
な
し
て
、
そ
こ
に
最
初
の
禅
窟
を
開か

い
さ
く鑿
し
ま
し
た
。
莫ば
っ

高こ
う

窟く
つ

の
造
営
は
、
こ
れ
を
濫ら
ん
し
ょ
う觴
と
し
ま
す
。
こ
れ
以
後
、
紀
元
十
四

世
紀
ま
で
、
十
六
国
、
北
朝
、
隋
、
唐
、
五
代
、
宋
、
西
夏
、

元
と
い
っ
た
中
国
史
上
の
王
朝
時
代
の
前
後
千
年
も
の
間
に
絶

え
ず
造
営
が
続
け
ら
れ
、
今
日
の
我
々
に
七
二
〇
以
上
の
洞
窟

No Image

図２　莫高窟石窟崖面

No Image

図３　九層楼閣断面図　弥勒坐像
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を
残
し
て
く
れ
、
そ
の
う
ち
四
九
二
の
洞
窟
の
中
に
壁
画
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
我
々
が
今
日
言
う
と
こ
ろ
の
敦
煌
石
窟
群
に

は
、
莫
高
窟
以
外
に
も
、
実
際
に
は
敦
煌
の
西
千
仏
洞
、
瓜
州

の
楡ゆ

林り
ん

窟
、
瓜
州
の
東
千
仏
洞
、
お
よ
び
粛
北
の
五
つ
の
廟
石

窟
の
遺
跡
が
含
ま
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
莫
高
窟
が
代
表
的
な

も
の
で
す
。

　

敦
煌
石
窟
芸
術
と
い
う
の
は
、
石
窟
建
築
、
塑
像
、
壁
画
の

三
者
を
綜
合
し
て
一
体
と
な
っ
た
仏
教
芸
術
で
す
。
我
々
の
前

に
現
わ
れ
て
い
る
の
は
、
莫
高
窟
石
窟
の
崖
面
で
す
（
図
２
）。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
前
世
紀
の
六
〇
年
代
に
補
強
さ
れ
た
後
の

す
が
た
で
す
。
こ
の
九
層
楼
閣
の
建
築
は
莫
高
窟
の
代
表
的
な

建
築
で
、
唐
代
に
創
建
さ
れ
、
内
に
は
高
さ
三
十
五
メ
ー
ト
ル

の
一
体
の
弥
勒
坐
像
（
図
３
）
が
あ
っ
て
、
則
天
武
后
の
﹁
各
州

に
一
大
雲
寺
を
建
つ
﹂
べ
し
と
い
う
勅
令
と
関
係
が
あ
り
ま
す
。

宗
教
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
塑
像
は
信
徒
が
頂ち

ょ
う
ら
い
も
は
い

礼
膜
拝
︹
五
体
投

地
︺
の
対
象
と
し
た
も
の
で
、
石
窟
の
中
身
の
主
体
で
あ
っ
て
、

統
計
に
よ
る
と
、
石
窟
内
に
は
現
在
二
四
〇
〇
以
上
の
彩
色
塑

像
が
保
存
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
は
主
に
仏
、
菩
薩
、
弟
子
、

天
王
力
士
の
像
で
す
。
こ
の
塑
像
（
図
４
）
は
北
魏
時
代
に
造
ら

れ
た
一
体
の
禅
定
仏
で
す
。
そ
の
顔
の
表
情
は
と
て
も
特
徴
が

あ
り
、
安
祥
、
静
謐
と
し
た
な
か
に
意
味
深
長
な
微
笑
を
露
わ

に
し
て
い
て
、
あ
る
種
の
オ
リ
エ
ン
ト
風
の
美
が
露
わ
に
出
て

い
て
、
そ
れ
故
、
旅
行
客
に
﹁
敦
煌
の
モ
ナ
リ
ザ
﹂
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
オ
リ
エ
ン
ト
の
彫
塑
が
ふ
つ
う
表
現
す
る
の
は
あ

る
種
の
含
み
の
美
で
あ
っ
て
、
女
性
の
人
物
の
肌
を
直
接
表
現

す
る
こ
と
は
少
な
い
こ
と
が
、
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

敦
煌
石
窟
で
は
人
体
の
肌
の
美
を
直
接
表
現
し
た
作
品
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
唐
代
の
菩
薩
坐
像
（
図
５
）
の
よ
う
に
、

両
腕
は
欠
損
し
て
い
る
も
の
の
、
露
わ
な
上
半
身
を
見
る
と
、

胸
部
の
肌
と
腹
部
の
肌
の
均
整
が
取
れ
て
い
て
壮
健
で
あ
り
、

あ
る
種
の
健
康
な
人
体
美
を
表
現
し
て
い
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ

の
彫
塑
と
比
肩
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
故
、﹁
敦
煌
の
ヴ
ィ
ー

ナ
ス
﹂
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
中
唐
期
に
開
鑿
さ

れ
た
第
一
五
八
窟
︵
七
八
六︲

八
四
八
年
︶
の
涅
槃
仏
塑
像
は
長

さ
一
五
・
五
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
イ
ン
ド
仏
教
の
理
想
の
美
と

中
国
の
伝
統
的
な
倫
理
の
美
を
結
合
し
た
も
の
で
、
敦
煌
の
彩

色
塑
像
芸
術
の
代
表
と
称
す
る
に
足
り
ま
す
。
敦
煌
壁
画
の
内

容
は
、
主
に
七
種
あ
り
ま
す
。
一
、
尊
像
画
は
、
釈
迦
牟
尼
仏
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等
の
仏
教
の
衆
神
、
信
徒
、
弟
子
を
含
み
ま
す
。
二
、
仏
教
故

事
画
は
、
釈
迦
牟
尼
の
生
涯
を
宣
揚
す
る
﹁
仏
伝
﹂
故
事
画
、

釈
迦
牟
尼
仏
が
前
世
に
お
い
て
菩
薩
で
あ
っ
た
時
に
、
衆
生
を

教
化
す
る
た
め
に
忍に

ん
に
く辱
、
喜
捨
、
犠
牲
を
し
た
こ
と
を
講
述
し

た
﹁
本ほ

ん
じ
ょ
う生﹂
故
事
︹
ジ
ャ
ー
タ
カ
︺、
釈
迦
牟
尼
が
成
仏
し
た
後
に

説
法
・
教
化
し
た
こ
と
を
講
述
し
た
﹁
因
縁
故
事
﹂
を
含
み
ま

す
。
三
、
仏
教
史
跡
故
事
は
、
仏
教
発
展
史
上
の
歴
史
や
伝
説

の
故
事
を
描
き
ま
す
。
四
、
伝
統
神
怪
画
は
、
主
に
中
国
古
代

の
伝
説
中
の
神
仙
と
妖
怪
の
形
象
等
を
描
き
ま
す
。
五
、
経
変

画
は
、
仏
教
経
典
の
主
題
思
想
と
そ
の
主
な
内
容
を
表
現
し
た

大
型
の
絵
画
で
す
。
六
、
供
養
人
画
像
は
、
出
資
・
造
営
・
造

像
し
た
供
養
者
の
画
像
で
す
。
七
、
装
飾
図
案
画
は
、
洞
窟
建
築
、

仏
龕
、
彩
色
塑
像
、
そ
し
て
、
仕
切
ら
れ
た
異
な
る
壁
画
の
装

飾
に
用
い
ら
れ
た
図
案
で
す
。
我
々
が
今
日
敦
煌
壁
画
と
い
え

ば
、
多
く
の
人
は
す
ぐ
に
飛
天
を
連
想
す
る
で
し
ょ
う
。
飛
天

の
形
象
は
も
は
や
敦
煌
壁
画
の
象
徴
的
な
し
る
し
と
な
っ
て
い

ま
す
。
敦
煌
の
飛
天
は
、
主
に
飾
り
紐リ
ボ
ン
に
よ
っ
て
空
高
く
飛
翔

す
る
し
な
や
か
な
姿ポ

ー
ズ態
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
唐
代
の
浄
土
経

変
の
画
に
宏
壮
な
構
造
の
建
築
場
面
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
る
学

No ImageNo Image

図５　莫高窟第205窟　菩薩像 図４　莫高窟第259窟　禅定仏
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者
は
こ
れ
を
、
唐
代
の
長
安
の
宮
殿
等
の
現
実
生
活
に
取
材
し

た
建
築
様
式
だ
と
み
な
し
て
い
ま
す
。
敦
煌
壁
画
に
は
さ
ら
に
、

唐
代
の
高
僧
で
あ
る
玄
奘
三
蔵
が
西
の
中
央
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド

へ
求
法
に
赴
い
た
歴
史
的
事
件
に
取
材
し
た
画
面
も
多
く
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
図
中
の
こ
の
安
西
楡
林
窟
第
三
窟
の
西
夏
時

代
に
描
か
れ
た
﹁
取
経
図
﹂
が
あ
り
ま
す
（
図
６
）。
画
面
に
は
、

身
に
袈
裟
を
着
た
唐
僧
、
経
囊
を
荷
駄
に
背
負
っ
た
白
竜
馬
、

猿
面
の
孫
悟
空
の
形
象
が
出
て
い
ま
す
。
敦
煌
壁
画
は
、
宗
教

的
な
内
容
を
表
現
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
無
限

に
豊
富
な
社
会
生
活
の
画
面
、
例
え
ば
、
農
業
生
産
、
商
業
貿
易
、

天
文
地
理
、
お
よ
び
、
音
楽
、
舞
踊
、
衣
冠
服
飾
、
民
俗
風
、

婚
葬
祭
な
ど
と
い
っ
た
世
俗
社
会
の
生
活
の
各
方
面
を
も
表
現

し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
見
る
と
、
敦
煌
石
窟
は
た

し
か
に
砂
漠
に
お
け
る
古
代
文
化
の
宝
庫
で
あ
っ
て
、
敦
煌
壁

画
は
﹁
壁
上
の
博
物
館
﹂、﹁
壁
上
の
百
科
全
書
﹂
と
称
す
る
に

足
り
ま
す
。

３
　
敦
煌
石
窟
芸
術
の
「
多
元
性
」

　

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
要
衝
と
し
て
、
敦
煌
当
地
の
住
民
は
中
原
・

内
地
出
身
の
漢
人
だ
け
で
な
く
、
西
域
出
身
の
そ
の
他
の
少
数

民
族
、
さ
ら
に
は
も
っ
と
遠
く
か
ら
や
っ
て
来
た
ペ
ル
シ
ャ
人

と
イ
ン
ド
人
も
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
敦
煌
の
文
化
に
は
、

イ
ン
ド
、
中
央
ア
ジ
ア
、
西
ア
ジ
ア
、
さ
ら
に
は
も
っ
と
遠
い

ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
等
の
地
か
ら
の
文
化
的
要
素
も
含
ま
れ
ま

し
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
紀
元
前
三
三
四︲

三
二
三
年
の
間
に

ギ
リ
シ
ャ
の
マ
ケ
ド
ニ
ア
国
王
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
王
の
東
征

と
そ
の
後
の
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
世
界
の
﹁
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
﹂
の
深

No Image

図６　楡林窟第３窟　唐僧取経図
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い
影
響
を
受
け
て
、
紀
元
一
世
紀
頃
に
当
時
の
西
北
イ
ン
ド
に

ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
教
芸
術
が
誕
生
し
て
お
り
、
そ
の
人
物
造
型
と

衣
紋
様
式
に
は
明
瞭
な
ギ
リ
シ
ャ
美
術
の
特
徴
が
具
わ
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
る
か
遠
く
の
異
域
文
化
の
要
素
は
、
け
っ
し

て
直
接
時
空
を
超
え
て
来
た
も
の
で
は
な
く
て
、
小
ア
ジ
ア
、

ペ
ル
シ
ャ
・
西
ア
ジ
ア
、
中
央
ア
ジ
ア
等
の
地
を
経
由
し
て
、

ま
ず
こ
れ
ら
の
地
域
の
芸
術
的
要
素
と
な
っ
て
か
ら
、
そ
の
後

に
敦
煌
に
伝
わ
っ
た
の
で
す
。
我
々
は
今
日
、
敦
煌
の
壁
画
に

お
い
て
、
イ
ン
ド
、
ペ
ル
シ
ャ
や
中
央
ア
ジ
ア
の
様
式
を
起
源

と
す
る
豊
富
な
芸
術
的
要
素
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
さ
ら
に
、
ギ
リ
シ
ャ
建
築
に
お
け
る
イ
オ
ニ
ア
式
と
ド
ー

リ
ア
式
の
柱
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
お
い
て

妙
な
る
音
楽
と
歌
声
で
航
海
者
を
誘
惑
し
た
﹁
人
頭
鳥
身
﹂
の

海
の
妖
女
セ
イ
レ
ー
ン
の
形
象
に
似
た
仏
教
の
美
音
鳥
で
あ
る

迦か
り
ょ
う
び
ん
が

陵
頻
伽
の
形
象
を
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
敦
煌
の
壁
画

に
お
い
て
描
か
れ
た
乗
馬
の
日
天
と
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に

お
け
る
四
頭
立
て
の
馬
車
と
太
陽
神
ア
ポ
ロ
、
古
代
ペ
ル
シ
ャ

の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に
お
け
る
太
陽
神
ミ
ス
ラ
、
古
代
イ
ン
ド

の
宗
教
に
お
け
る
太
陽
神
ス
ー
リ
ヤ
と
は
、
図
像
の
上
で
ど
れ

も
が
多
く
似
て
い
ま
す
（
図
７
）。

　

莫
高
窟
第
六
一
窟
の
甬
道
︹
通
路
︺
の
両
側
に
は
紀
元
十
三
世

紀
の
﹁
黄
道
十
二
星
座
﹂
の
図
が
描
か
れ
て
い
て
、
そ
の
中
の

星
宿
形
象
は
﹁
蝎
座
﹂、﹁
双
子
座
﹂、﹁
蟹
座
﹂、﹁
魚
座
﹂
等
の

星
座
の
よ
う
に
、
西
方
文
化
の
黄
道
星
座
の
描
き
方
に
か
な
り

似
て
い
ま
す
（
図
８
）。

　

さ
ら
に
は
、
敦
煌
蔵
経
洞
と
莫
高
窟
北
区
で
古
代
キ
リ
ス
ト

No Image

図７　莫高窟第285窟西壁　乗馬車の太陽神
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教
の
一
分
派
で
あ
る
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
︵
中
国
の
古
代
に
は
﹁
景
教
﹂

と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

│
原
注
︶
の
経
文
、
聖
像
、
十
字
架
が
発

見
さ
れ
、
ペ
ル
シ
ャ
で
書
か
れ
た
マ
ニ
教
の
漢
文
文
書
、
さ
ら

に
ペ
ル
シ
ャ
で
生
ま
れ
た
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
︵
中
国
の
古
代
に
は

﹁
拝
火
教
﹂
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
︶
の
女
神
画
像
等
ま
で
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
十
三
世
紀
に
な
っ
て
イ
タ
リ
ア
商
人
の
マ
ル
コ･

ポ
ー
ロ
︵
一
二
五
四
～
一
三
二
四
年
︶
が
敦
煌
を
通
過
し
た
時
、
こ

れ
ら
の
宗
教
は
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
敦

煌
芸
術
が
体
現
し
た
こ
の
よ
う
な
﹁
多
元
性
﹂
と
﹁
包
容
性
﹂
が
、

異
な
る
文
化
的
背
景
や
異
な
る
宗
教
的
背
景
の
人
々
を
、
敦
煌

石
窟
の
中
に
身
を
置
か
せ
て
、
み
な
に
気
持
ち
の
上
で
の
共
鳴

を
生
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
え
ま
す
。
敦
煌
蔵
経
洞
で

発
見
さ
れ
た
文
物
も
ま
た
、
敦
煌
の
文
化
・
芸
術
の
こ
の
よ
う

な
﹁
多
元
性
﹂
を
体
現
し
て
い
ま
す
。
蔵
経
洞
は
、
一
九
〇
〇

年
六
月
二
十
三
日
に
道
士
の
王
圓
籙
が
偶
然
発
見
し
た
も
の
で
、

中
に
は
五
万
点
以
上
も
の
紀
元
四
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
に
至
る

古
代
文
書
や
絵
画
品
等
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
九
〇
％
以
上
が
仏
教
経
典
で
す
（
図
９
）。
も
ち

ろ
ん
、
前
述
の
よ
う
に
、
わ
ず
か
の
そ
の
他
の
宗
教
の
経
典
と

No Image

図８　莫高窟第61窟甬道（通路）南壁　天体図
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文
物
も
あ
り
ま
し
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
蔵
経
洞
の
文
物
の
発

見
後
、
い
く
つ
も
の
外
国
探
検
家
や
学
者
が
押
し
寄
せ
て
来
て
、

蔵
経
洞
の
文
物
は
世
界
約
三
十
以
上
の
国
と
地
域
に
分
散
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
現
在
の
主
要
な
所
蔵
地
は
、
中
国
を
除
く
と
、

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
で
す
。
十
九
世
紀
末
と
二
十

世
紀
初
め
に
、
西
洋
世
界
の
中
国
人
と
中
国
文
化
に
対
す
る
印

象
は
、
多
く
が
辮
髪
と
お
わ
ん
帽
︹
原
文︲

瓜
皮
帽
︺
と
纏
足
と

い
っ
た
側
面
で
し
た
。
そ
れ
が
、
敦
煌
石
窟
と
蔵
経
洞
が
発
見

さ
れ
て
以
降
は
、
新
疆
の
楼
蘭
や
ミ
ー
ラ
ン
等
の
遺
跡
の
中
か

ら
よ
り
早
く
発
見
さ
れ
て
い
た
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
等
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
古
典
文
明
の
跡
を
印
し
た
文
物
と
結
び
つ
く
こ
と
で
、

中
国
の
史
籍
に
載
っ
た
中
国
史
上
の
、﹁
海
が
百
川
を
納お

さ

め
る
︵
よ

う
な
︶﹂、﹁
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
差
別
な
く
受
容
す
る
﹂
と
い
っ
た

開
放
・
自
信
の
時
代
を
、
西
洋
学
術
界
が
さ
ら
に
直
観
的
に
理

解
す
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
ま
た
オ
リ
エ
ン
ト
文
化
と
中
国

文
化
と
の
探
究
と
研
究
の
熱
を
引
き
起
こ
し
て
、
つ
い
に
は
国

際
的
な
﹁
著
名
な
学
問
︹
原
文︲

顕
学
︺﹂

│
敦
煌
学
を
生
み

出
す
に
至
っ
た
の
で
す
。
百
年
後
の
今
日
に
な
っ
て
も
、
敦
煌

学
の
研
究
は
国
際
的
に
衰
え
る
ど
こ
ろ
か
い
よ
い
よ
盛
ん
に
な

No Image

図９　敦煌蔵経洞の外観
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っ
て
い
ま
す
。
百
年
以
上
の
研
究
を
経
て
、
我
々
は
も
う
基
本

的
に
敦
煌
壁
画
が
﹁
何
を
画
い
た
の
か
﹂
の
問
題
は
解
決
し
て

い
て
、
ま
さ
に
﹁
何
の
た
め
に
画
い
た
の
か
﹂
の
問
題
を
解
決

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
か
つ
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
歴
史

文
化
の
探
究
が
日
に
日
に
盛
ん
に
な
る
に
と
も
な
っ
て
、
目
下
、

敦
煌
学
の
研
究
を
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
研
究
の
遠
大
な
視
野
の
中
に

入
れ
て
、
古
代
の
東
西
文
化
交
流
の
研
究
を
さ
ら
に
結
合
さ
せ

て
も
い
る
の
で
す
。

　

敦
煌
石
窟
芸
術
が
体
現
す
る
こ
の
よ
う
な
﹁
多
元
的
共
生
﹂、

﹁
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
差
別
な
く
受
容
す
る
﹂
と
い
っ
た
特
徴
は
、

﹃
法
華
経
﹄
が
唱
導
す
る
﹁
衆
生
は
平
等
で
あ
る
﹂、﹁
差
異
を
包

容
す
る
﹂
と
い
っ
た
価
値
観
と
本
質
的
に
一
致
し
ま
す
。
個
人

的
に
は
、
こ
の
一
点
か
ら
だ
け
で
も
、
現
今
の
時
代
に
身
を
置

い
た
我
々
も
古
人
に
学
ぶ
べ
き
で
あ
り
、
敦
煌
の
石
窟
芸
術
の

中
か
ら
い
く
つ
か
の
有
益
な
啓
示
を
得
る
べ
き
だ
と
も
考
え
ま

す
。
以
下
、
図
像
と
結
び
つ
け
て
、
敦
煌
の
﹃
法
華
経
﹄
図
像

が
我
々
に
ど
ん
な
啓
示
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
の
か
に
つ
い
て
、

私
自
身
が
体
得
し
た
も
の
を
み
な
さ
ん
と
分
か
ち
合
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

二
、
敦
煌
壁
画
の
『
法
華
経
』
図
像
の

　
　
現
代
に
お
け
る
啓
示

１
　『
法
華
経
』
と
そ
の
主
な
思
想

　

ご
存
知
の
よ
う
に
、﹃
法
華
経
﹄
は
紀
元
一
世
紀
前
後
に
生
ま

れ
て
以
来
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
沿
っ
て
東
に
向
か
っ
て
伝
わ
り
、

中
国
、
朝
鮮
、
日
本
等
の
国
の
仏
教
信
仰
に
影
響
を
与
え
ま
し

た
。
今
日
、
ア
ジ
ア
の
大
乗
仏
教
が
伝
播
し
た
地
域
に
は
、
い

ず
れ
も
﹃
法
華
経
﹄
図
像
が
残
さ
れ
て
い
て
、﹃
法
華
経
﹄
の
ア

ジ
ア
の
仏
教
へ
の
は
か
り
知
れ
な
い
影
響
を
反
映
し
て
い
ま
す
。

中
国
の
仏
教
史
料
の
記
載
に
拠
る
と
、
法
華
経
は
中
国
に
お
い

て
前
後
六
度
も
翻
訳
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
は
﹁
三
存
三
佚い

つ

﹂︹
六

訳
三
存
と
も
い
う
︺
で
す
。
世
に
残
さ
れ
た
三
つ
の
訳
本
と
い
う

の
は
、
西
晋
竺
法
護
訳
の
﹃
正
法
華
経
﹄、
後
秦
鳩
摩
羅
什
訳
の

﹃
妙
法
蓮
華
経
﹄、
隋
闍じ

ゃ

那な

崛く
っ

多た

・
達だ
つ
ま磨
笈ぎ
ゅ
う
た多
共
訳
の
﹃
添
品
妙

法
蓮
華
経
﹄
で
す
。
そ
の
中
で
、
鳩
摩
羅
什
の
﹃
妙
法
蓮
華
経
﹄

︵
以
下
、﹃
法
華
経
﹄
と
略
し
ま
す
。

│
原
注
︶
が
、
流
伝
が
最
も

広
く
、
影
響
も
最
も
大
き
い
も
の
で
し
た
。
今
日
の
我
々
が
見
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る
伝
世
の
﹃
法
華
経
﹄
は
七
巻
二
十
八
品
で
、
鳩
摩
羅
什
の
紀

元
四
〇
六
年
訳
の
訳
本
は
七
巻
二
十
七
品
で
す
が
、
北
斉
の
時

に
も
と
も
と
﹁
見
宝
塔
品
第
十
一
﹂
に
属
し
て
い
た
提
婆
達
多

の
故
事
を
単
独
で
一
品
に
列
し
て
、
最
終
的
に
二
十
八
品
に
増

え
た
の
で
す
。

　

鳩
摩
羅
什
訳
の
﹃
法
華
経
﹄
が
現
存
す
る
三
本
の
中
で
最
も

流
行
し
た
理
由
は
、そ
の
言
語
が
優
美
で
、
比
喩
が
ぴ
っ
た
り
で
、

想
像
力
が
豊
富
な
こ
と
の
ほ
か
に
、
主
に
こ
の
経
が
唱
導
す
る

思
想
と
主
張
が
人
心
に
深
く
染
み
込
ん
だ
か
ら
で
す
。﹃
法
華
経
﹄

の
主
要
な
思
想
は
二
つ
あ
っ
て
、
一
つ
は
﹁
衆
生
は
皆
仏ぶ

っ
し
ょ
う性
有

り
﹂
と
い
う
思
想
で
、
も
う
一
つ
は
﹁
仏
身
は
久く

遠お
ん

に
し
て
、

仏
寿
は
無
量
な
り
﹂
と
い
う
思
想
で
す
。
前
者
に
つ
い
て
は
、

経
の
中
に
は
直
接
的
な
表
現
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
経
文
の
各
品

の
字
句
行
間
に
染
み
込
ん
で
い
ま
す
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
経

中
で
主
に
多
宝
仏
と
い
う
過
去
久
遠
の
世
で
す
で
に
涅
槃
し
て

い
た
古
仏
が
再
度
﹁
法ほ

っ

華け

会え

﹂
に
身
を
現
す
こ
と
で
、
仏
が
け

っ
し
て
釈
迦
牟
尼
の
一
身
だ
け
に
限
ら
ず
、
か
つ
仏
の
寿い
の
ち
が
量

り
知
れ
な
い
こ
と
を
説
明
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
釈
迦
の
現

世
で
の
説
法
と
涅
槃
を
示
す
こ
と
が
、
い
ず
れ
も
仏
が
衆
生
教

No Image

図10　莫高窟第259窟西壁中心柱式龕
「二仏並坐」塑像
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化
の
た
め
の
﹁
方
便
の
示
現
﹂
だ
っ
た
の
で
す
。﹃
法
華
経
﹄
の

こ
の
二
大
思
想
が
人
心
に
深
く
浸
透
し
た
こ
と
が
、
そ
の
広
汎

な
流
伝
の
主
要
な
理
由
で
す
。

２
　
敦
煌
石
窟
中
の
『
法
華
経
』
図
像

　
﹃
法
華
経
﹄
も
ま
た
古
代
敦
煌
の
仏
教
信
仰
と
仏
教
芸
術
に
極

め
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
学
者
の
統
計
に
拠
る
と
、

敦
煌
蔵
経
洞
で
発
見
さ
れ
た
仏
教
経
典
の
中
で
、﹃
法
華
経
﹄
と

そ
の
関
連
し
た
注
疏
の
文
献
は
六
千
点
の
多
き
に
達
し
、
蔵
経

洞
発
見
の
単
本
の
仏
教
経
典
と
し
て
数
量
で
首
位
を
占
め
て
い

ま
す
。
敦
煌
石
窟
群
に
お
い
て
、
直
接
﹃
法
華
経
﹄
の
題
材
を

表
現
し
た
洞
窟
は
九
十
九
の
多
き
に
達
し
、
そ
の
う
ち
三
十
一

の
洞
窟
に
お
い
て
多
く
の
品
の
内
容
を
表
現
し
た
法
華
経
変
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
敦
煌
石
窟
に
お
け
る
﹃
法
華
経
﹄
図
像
で

最
も
主
要
な
経
典
の
依
拠
が
、
ま
さ
に
鳩
摩
羅
什
訳
の
﹃
妙
法

蓮
華
経
﹄
な
の
で
す
。
敦
煌
石
窟
中
の
﹃
法
華
経
﹄
図
像
は
、

五
世
紀
中
期
の
北
魏
の
洞
窟
（
図
10
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

北
朝
時
代
に
は
、
敦
煌
の
法
華
図
像
は
釈
迦
・
多
宝
の
﹁
二

宝
仏
と
釈
迦
仏
の
並
坐
説
法
は
、﹃
法
華
経
﹄
の
﹁
見
宝
塔
品
第

十
一
﹂
に
最
も
早
く
見
ら
れ
ま
す
。﹁
多
宝
仏
と
釈
迦
仏
の
多
宝

塔
内
に
お
け
る
並
坐
﹂
と
い
う
想
像
力
に
満
ち
た
比
喩
に
よ
っ

て
、﹁
仏
身
久
遠
﹂、﹁
仏
寿
無
量
﹂
と
い
う
深
奥
に
し
て
抽
象
的

な
仏
教
教
理
が
形
象
と
し
て
表
現
さ
れ
た
の
で
、
中
国
早
期
の

﹃
法
華
経
﹄
図
像
の
最
も
主
要
な
表
現
形
式
と
も
な
り
ま
し
た
。

五
三
九
年
に
完
成
し
た
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
の
南
北
両
壁
の
相

対
応
し
た
位
置
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
幅
の
﹁
二
仏
並
坐
﹂
説
法

図
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
隋
代
に
な
る
と
、
敦
煌
の
法
華
図
は

ま
た
﹁
法
華
経
変
﹂
と
い
う
芸
術
形
式
を
発
展
さ
せ
ま
す
。
い

わ
ゆ
る
経
変
と
い
う
の
は
、
図
像
化
の
形
式
を
用
い
て
一
部
の

仏
教
経
典
の
主
要
な
内
容
を
表
現
し
た
も
の
で
す
。
例
え
ば
、

隋
代
の
第
四
二
〇
窟
の
窟
頂
︹
天
井
︺
の
四
斜
面
に
は
い
ず
れ
も

法
華
経
変
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
盛
唐
期
の
第
二
三
窟
で

は
、
北
壁
、
東
壁
、
南
壁
の
三
つ
の
壁
面
を
通
し
て
一
部
の
法

華
経
変
が
連
続
し
て
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
吐
蕃
が
敦
煌
を
占

領
し
た
中
唐
期
︵
七
八
六︲

八
四
八
年
︶
に
な
る
や
、
た
ち
ま
ち

多
く
の
品
の
内
容
を
表
現
し
た
単
幅
画
式
の
法
華
経
変
が
敦
煌

の
法
華
図
像
の
主
体
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
基
本
構
図
と
い
う

の
は
、﹁
霊り

ょ
う
ぜ
ん
え

山
会
﹂
＋
﹁
虚こ

空く
う

会え

﹂
の
場
面
を
画
面
の
中
心
軸
と
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し
て
、
そ
の
他
の
筋

プ
ロ
ッ
トが
﹁
凹お
う

﹂
形
を
呈
し
て
中
心
画
面
の
両
側

と
下
部
に
分
布
す
る
も
の
で
す
（
図
11
）。
そ
れ
ぞ
れ
の
経
変
が

表
現
す
る
品
の
内
容
の
数
も
異
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
五
代
期

の
第
八
五
窟
の
窟
頂
の
法
華
経
変
が
表
現
す
る
品
は
二
四
品
を

超
え
て
い
ま
す
（
図
12
）。
十
四
世
紀
の
元
代
に
至
る
ま
で
、
敦

煌
石
窟
で
は
ず
っ
と
﹃
法
華
経
﹄
図
像
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

３
　
敦
煌
の
『
法
華
経
』
図
像
の

　
現
代
に
お
け
る
啓
示

　

敦
煌
の
﹃
法
華
経
﹄
図
像
か
ら
、
我
々
は
以
下
の
三
点
の
啓

示
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
初
め
に
、『
法
華
経
』
が
強
調
す
る
「
差し

ゃ

別べ
つ

無
し
」
の

仏ぶ
っ
し
ょ
う性
観
が
我
々
に
与
え
る
「
衆
生
は
平
等
」
と
い
う
啓
示
で
す
。

ご
存
知
の
通
り
、﹃
妙
法
蓮
華
経
﹄﹁
方
便
品
第
二
﹂
に
は
、
諸

仏
出
世
の
本
懐
が
明
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち

│
﹁
諸

仏
世
尊
は
衆
生
を
し
て
仏ぶ

っ

知ち

見け
ん

を
開
か
し
め
、
清
し
ょ
う
じ
ょ
う
浄
な
る
を
得

し
め
ん
と
欲
す
る
が
故
に
、
世
に
出
現
し
た
ま
う
。
衆
生
に
仏

知
見
を
示
さ
ん
と
欲
す
る
が
故
に
、
世
に
出
現
し
た
ま
う
。
衆

生
を
し
て
仏
知
見
を
悟
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
が
故
に
、
世
に
出

No Image

図12　莫高窟第85窟 窟頂層南斜面　法華経変
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現
し
た
ま
う
。
衆
生
を
し
て
仏
知
見
の
道
に
入
ら
し
め
ん
と
欲

す
る
が
故
に
、
世
に
出
現
し
た
ま
う
﹂
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

実
質
、
世
の
あ
ら
ゆ
る
衆
生
が
み
な
最
終
的
に
仏
の
教
化
に
よ

っ
て
成
仏
で
き
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
最
終
的
な
成
仏
と
い
う
一

点
に
お
い
て
、
衆
生
は
平
等
で
あ
り
、
み
な
成
仏
の
本
性
を
有

し
て
い
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
す
。﹃
法
華
経
﹄
の
世
界
で

は
、
高
位
高
官
で
あ
れ
、
下
層
の
人
々
で
あ
れ
、
生
命
を
有
す

る
あ
ら
ゆ
る
生
物
ま
で
も
が
、
み
な
平
等
で
、
尊
厳
を
有
し
て

い
て
、
み
な
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。﹃
法
華
経
﹄
に

終
始
一
貫
し
た
こ
の
平
等
思
想
も
ま
た
、
敦
煌
壁
画
の
法
華
経

図
像
に
お
い
て
形
象
と
し
て
詳
し
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
敦

煌
の
﹃
法
華
経
﹄
図
像
の
中
で
は
豊
富
な
﹁
衆
生
﹂
の
形
象
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
仏
、
菩
薩
、
弟
子
、
天
人
、
僧
等
の
﹁
聖
衆
﹂

の
形
象
ば
か
り
で
な
く
、
上
は
国
王
、
大
臣
お
よ
び
そ
の
眷
属

か
ら
、
下
は
商
人
、
農
夫
、
貧
人
、
小
児
、
男
、
女
や
強
盗
、

さ
ら
に
狼
・
虫
・
虎
・
豹
等
の
﹁
畜
類
﹂
に
属
す
る
も
の
に
至

る
ま
で
の
具
体
的
な
形
象
が
描
か
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
﹃
法
華
経
﹄
に
お
け
る
﹁
衆
生
﹂
で
あ
っ
て
、
み
な
仏
性

が
あ
る
の
で
す
。
例
え
ば
、
前
述
の
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
南
壁

No Image

図13　莫高窟第285窟南壁　「五百強盗因縁」故事
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の
中
部
の
壁
全
面
に
は
﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
に
典
拠
す
る
﹁
五
百

強
盗
因
縁
﹂
の
故
事
が
描
か
れ
て
い
て
、
す
ぐ
そ
の
後
方
の
位

置
に
は
釈
迦
・
多
宝
の
﹁
二
仏
並
坐
﹂
説
法
図
が
描
か
れ
て
い

ま
す
（
図
13
）。

　

し
か
も
、
さ
ら
に
そ
の
南
壁
下
部
に
開
か
れ
た
四
つ
の
小
さ

な
禅
室
の
壁
画
に
は
、
順
に
﹁
化
跋
提
長
者
姉
縁
﹂、﹁
仏
度
悪

牛
縁
﹂、﹁
沙
弥
守
戒
自
殺
縁
﹂、﹁
婆
羅
門
施
身
問
偈
﹂
と
い
っ

た
四
つ
の
仏
教
故
事
の
画
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

組
み
合
わ
せ
は
、
形
象
と
し
て
﹃
法
華
経
﹄﹁
提
婆
達
多
品
﹂
の

中
で
宣
揚
さ
れ
た
悪
人
、
女
人
、﹁
非
人
﹂
の
動
物
類
も
成
仏
で

き
る
と
い
う
﹁
平
等
﹂
の
仏
性
観
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

初
唐
期
の
第
三
三
一
窟
の
法
華
経
変
の
画
面
に
は
﹁
提
婆
達 

多
品
第
十
二
﹂
に
お
い
て
竜
女
と
海
涌
菩
薩
が
東
海
の
竜
宮 

か
ら
涌
出
す
る
こ
と
を
表
現
し
た
画
面
が
初
め
て
出
現
し
ま 

す
（
図
14
）。

　

画
工
は
限
ら
れ
た
画
幅
の
な
か
で
こ
の
場
面
を
選
ん
で
い
て
、

﹃
法
華
経
﹄
が
首
唱
し
た
﹁
女
人
﹂
と
﹁
他
類
﹂
の
衆
生
も
仏
性

を
有
し
て
い
る
と
い
う
思
想
に
対
し
て
深
い
理
解
が
あ
っ
た
こ

と
を
も
の
が
た
っ
て
い
ま
す
。
後
の
敦
煌
の
法
華
経
変
に
は
ま

た
、﹁
提
婆
達
多
品
第
十
二
﹂
中
の
竜
女
が
竜
宮
か
ら
出
た
り
、

竜
女
が
珠
を
献
じ
る
な
ど
の
内
容
を
直
接
表
現
し
た
多
く
の
画

面
が
あ
り
、﹃
法
華
経
﹄
の
こ
の
﹁
平
等
﹂
の
仏
性
論
の
思
想
が

No Image

図14　莫高窟第331窟東壁　法華経変・提婆達多品
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当
時
に
お
い
て
も
世
俗
信
徒
の
強
い
共
感
を
呼
び
覚
ま
し
た
こ

と
を
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
例
え
ば
、
敦
煌
の
法
華
経
変
の

﹁︹
三
車
︺
火か

宅た
く

の
譬た
と
え
﹂
の
画
面
に
は
、
い
ず
れ
も
列
に
並
ん
だ

羊
・
鹿
・
牛
の
﹁
三
車
﹂
が
描
き
出
さ
れ
て
い
て
、
一
輌
の

大だ
い
び
ゃ
く
ご
し
ゃ

白
牛
車
を
描
き
加
え
た
も
の
も
あ
り
ま
す
（
図
15
）。
ま
さ
に

﹃
法
華
経
﹄﹁
譬
喩
品
第
三
﹂
の
中
で
長ち

ょ
う
じ
ゃ者
が
﹁
火
宅
﹂
を
逃
げ

出
す
諸し

ょ

子し

に
直
面
し
て
、﹁
⋮
今
、
此
の
幼よ
う

童ど
う

は
、
皆み
な

是こ

れ
吾わ

が

子
な
り
。
愛
す
る
に
偏へ

ん

党と
う

無
し
。
我
に
是か
く

の
如
き
七し
っ

宝ぽ
う

の
大だ
い

車し
ゃ

有
っ
て
、
其
の
数
は
無
量
な
り
。
応
当ま
さ

に
等と
う

心し
ん

に
し
て
、
各お
の

各お
の

に
之
を
与
う
べ
し
。
宜よ
ろ

し
く
差し
ゃ

別べ
つ

す
べ
か
ら
ず
。
⋮
﹂
と
思
っ

た
よ
う
に
、
こ
れ
も
ま
た
﹃
法
華
経
﹄
の
平
等
の
仏
性
観
の
具

体
的
な
表
現
で
す
。﹁
平
等
の
仏
性
﹂
も
ま
た
﹃
法
華
経
﹄
全
部

二
十
八
品
す
べ
て
が
表
現
し
た
統
一
的
主
題
︵
テ
ー
マ
︶
だ
っ
た
、

と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
日
、
国
家
に
は
大
小
の
差
が
あ
り
、
国
力
に
は
強
弱
の
別

が
あ
り
ま
す
が
、
み
な
地
球
村
の
一
員
で
あ
り
、
平
等
に
独
立

し
て
自
主
的
に
発
展
す
る
主
権
が
あ
る
は
ず
で
あ
っ
て
、
権け

ん

柄ぺ
い

尽づ
く

で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
い
わ
ん
や
弱
肉
強
食
で
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
個
人
に
は
財
富
に
貧
富
の
差
が
あ
り
、
能
力
に
高

No Image

図15　莫高窟第419窟　窟頂西斜面　「三車」と「大白牛車」
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低
の
別
が
あ
り
ま
す
が
、
み
な
基
本
的
な
生
存
と
発
展
の
権
利

が
あ
り
、
人
と
し
て
の
尊
厳
が
あ
り
、
み
な
尊
重
さ
れ
る
べ
き

で
す
。
さ
ら
に
、
悪
人
に
お
い
て
も
、
感
化
を
受
け
て
、
そ
の

内
心
に
潜
在
す
る
善
の
本
性
が
啓
発
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
自
然
界
を
含
む
動
物
と
植
物
も
ま
た
、
適
度
な
保
護
を
受

け
る
べ
き
で
す
。
も
し
我
々
が
そ
う
い
う
認
識
に
至
っ
て
、か
つ
、

そ
の
よ
う
に
行
な
っ
た
ら
、
人
類
の
社
会
は
戦
乱
の
な
い
平
和
・

共
生
の
社
会
と
な
る
で
し
ょ
う
し
、
地
球
は
人
と
自
然
が
調
和

し
て
共
生
す
る
、
も
っ
と
人
類
の
生
存
と
発
展
に
ふ
さ
わ
し
い

地ほ

し球
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
次
に
、『
法
華
経
』
が
強
調
す
る
「
差し

ゃ

別べ
つ

有
り
」
の
衆
生
観
が

我
々
に
与
え
る
「
差
異
を
認
め
る
」、「
差
異
を
包
容
す
る
」、「
人

材
に
応
じ
て
教
え
を
施
す
」
と
い
う
啓
示
で
す
。﹃
法
華
経
﹄
は
、

﹁
衆
生
は
皆
仏
性
有
り
﹂
と
い
う
統
一
性
を
強
調
す
る
と
同
時
に
、

衆
生
間
の
﹁
差
異
性
﹂
に
も
注
意
し
て
い
ま
す
。
こ
の
差
異
性
は
、

前
述
︹﹁
差し
ゃ

別べ
つ

無
し
﹂︺
の
よ
う
な
表
象
の
も
の
と
は
関
係
が
な
く

て
、
仏
教
教
理
の
理
解
と
開
悟
の
方
面
に
お
い
て
頓
漸
の
別
と

浅
深
の
差
が
あ
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、﹃
法
華
経
﹄﹁
薬

草
喩
品
第
五
﹂
に
、﹁
一い

ち

地じ

の
生し
ょ
うず
る
所と
こ
ろ、
一
雨
の
潤う
る
おす
所
な
り

と
雖
も
、
諸

も
ろ
も
ろの
草
木
に
、
各
お
の
お
の

差し
ゃ

別べ
つ

有
り
﹂
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

例
え
ば
、﹃
法
華
経
﹄﹁
五
百
弟
子
授
記
品
第
八
﹂
に
、﹁
世
尊
よ
、

我わ
れ

等ら

は
常
に
是
の
念
を
作な

し
て
、
自み
ず
か
ら
已す
で

に
究く
き
ょ
う竟
の
滅
度
を
得

た
り
と
謂お

も

い
き
。
今
乃す
な
わ
ち
之
を
知
り
ぬ
。
無
智
の
者
の
如
し
。

所ゆ
え
ん以
は
何い
か

ん
。
我
等
は
応ま
さ

に
如
来
の
智
慧
を
得う

べ
け
れ
ど
、
便
す
な
わ

ち
自
ら
小
智
を
以
て
足
り
ぬ
と
為
し
た
れ
ば
な
り
﹂
と
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
衆
生
の
大
導
師
と
し
て
の
慈
悲
の
仏
陀
は
、
衆

生
各
人
を
救
う
た
め
に
、
衆
生
間
の
こ
の
よ
う
な
差
別
性
を
尊

重
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
機
根
に
よ
っ
て
教
え
を
変
え
、
方
便

と
し
て
説
法
し
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
差
異
性
の
承
認
と
差

別
性
の
理
念
へ
の
尊
重
は
、
有
名
な
﹁
法
華
七
喩
﹂
に
お
い
て

余
す
と
こ
ろ
な
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。﹁
法
華
七
喩
﹂
に
お
い

て
、﹁︹
長
者
︺
窮ぐ
う

子じ

の
譬た
と
え﹂︵﹁

信
解
品
第
三
﹂︶
で
窮
子
が
自
身
富

貴
の
種
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
こ
と
、﹁
三
草
二
木
の
譬
﹂︵﹁
薬

草
喩
品
第
五
﹂︶
で
樹
と
草
が
大
中
小
の
差
が
あ
る
こ
と
、﹁
化け
じ
ょ
う城

︹
宝ほ
う

処し
ょ

︺
の
譬
﹂︵﹁
化
城
喩
品
第
七
﹂︶
で
衆
人
が
大
導
師
の
導
き
が

必
要
な
こ
と
、﹁
衣え

裏り

珠じ
ゅ

の
譬
﹂︵﹁
五
百
弟
子
授
記
品
第
八
﹂︶
で
懐

中
に
珠
を
蔵
し
て
い
た
こ
と
、﹁
良ろ

う

医い

︹
病び
ょ
う
し子
︺
の
譬
﹂︵﹁
如
来
寿

量
品
第
十
六
﹂︶
で
諸
子
が
誤
っ
て
毒
薬
を
飲
む
こ
と
、
さ
ら
に
、
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常
不
軽
菩
薩
が
次
々
と
衆
人
の
侮
辱
・
悪
罵
・
殴
打
を
忍
ん
で

ま
で
も
衆
人
を
礼
拝
す
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
、﹁
妙
音
菩
薩
が
三

十
三
身
を
示
現
す
る
﹂︵﹁
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四
﹂︶
そ
し
て
﹁
観

音
が
三
十
三
身
を
示
現
す
る
﹂︵﹁
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
﹂︶

と
い
っ
た
説
法
、

│
こ
れ
ら
は
み
な
、
衆
生
の
機
根
が
劣
っ

て
い
て
、
仏
・
菩
薩
が
巧
み
に
方
便
を
設
け
て
、
機
根
に
よ
っ

て
説
法
を
変
え
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
も
の
が
た
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、﹃
法
華
経
﹄﹁
信
解
品
第
四
﹂
に
、﹁
仏
は
我
等
が

心
の
小し

ょ
う
ぼ
う法
を
楽ね
が

う
を
知し
ろ

し
め
し
て
、
方
便
力
を
以
て
、
我
等
に

随
っ
て
説
き
た
ま
え
ど
も
、
我
等
、
真し

ん

に
是
れ
仏
子
な
り
と
知

ら
ざ
れ
ば
な
り
。
今
、
我
等
は
方ま

さ

に
知
ん
ぬ
、
世
尊
は
仏
の
智

慧
に
於お

い
て
悋り
ん

惜し
ゃ
くし
た
ま
う
所
無
し
と
。
所ゆ
え
ん以
は
何い
か

ん
。
我
等

は
昔
よ
り
来

こ
の
か
た、
真
に
是
れ
仏
子
な
れ
ど
も
、
但た
だ

小し
ょ
う
ぼ
う
法
を
楽ね
が

う
の

み
。
若
し
我
等
に
大だ

い

を
楽ね

が

う
の
心
有
ら
ば
、
仏
は
即
ち
我
が
為

に
大
乗
の
法
を
説
き
た
ま
わ
ん
﹂
と
あ
り
ま
す
。

　

敦
煌
の
法
華
経
変
の
﹁
信
解
品
﹂
の
画
面
に
お
い
て
は
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
が
、
長
者
が
忍
耐
強
く
種
々
の
方
便
の
法
を
用
い

て
、
外
で
五
十
年
も
漂
泊
し
て
い
た
窮
子
に
自
身
本
来
の
性
根

を
知
る
よ
う
に
す
こ
し
ず
つ
善
導
す
る
場
面
を
表
現
し
て
い
ま

No Image

図16　莫高窟第85窟 窟頂南斜面　法華経変・信解品
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す
（
図
16
）。

　

ま
た
、
例
え
ば
、﹃
法
華
経
﹄﹁
薬
草
喩
品
第
五
﹂
に
、﹁
⋮
諸

の
樹
の
大
小
は
、
上
中
下
に
随
っ
て
、
各

お
の
お
の

受
く
る
所
有
り
。
一

雲
の
雨あ

め
ふら
す
所
な
る
も
、
其
の
種し
ゅ
し
ょ
う性に
称か
な

い
て
、
生
し
ょ
う
じ
ょ
う
長
す
る
こ

と
を
得
、
華け

か果
は
敷ひ
ら

き
実み

の
る
﹂
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

場
面
は
、
敦
煌
の
法
華
図
像
に
お
い
て
も
多
く
の
表
現
が
あ
り

ま
す
（
図
17
）。

　

特
に
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
の
は
、
盛
唐
期
︵
七
〇
六︲

七
八

六
年
︶
に
開
鑿
さ
れ
た
莫
高
窟
第
二
三
窟
の
北
壁
の
左
上
端
に

﹁
薬
草
喩
品
第
五
﹂
の
画
面
が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
全
画

面
が
上
か
ら
下
ま
で
三
方
の
題
記
に
よ
っ
て
左
右
二
つ
の
画
面

に
仕
切
ら
れ
て
い
ま
す
。
左
側
の
画
面
で
は
、
天
上
に
濃
い
雲

が
す
き
ま
な
く
広
が
り
、
春
の
雨
が
遍
く
降
っ
て
い
て
、
一
人

の
農
夫
が
頭
に
笠
を
か
ぶ
っ
て
雨
の
な
か
耕
作
を
し
て
い
て
、

そ
の
傍
ら
に
は
生
長
繁
茂
し
た
農
作
物
と
草
木
が
あ
り
ま
す
。

右
側
の
画
面
で
は
、
一
人
の
農
夫
が
収
穫
し
た
農
作
物
を
天
秤

棒
で
運
ん
で
い
て
、
傍
ら
に
は
相
変
わ
ら
ず
ぎ
っ
し
り
と
し
た

農
作
物
と
草
木
が
あ
り
ま
す
。
上
方
の
題
記
中
の
﹁
草
木
譬
﹂

と
﹁
雲
雨
譬
﹂
の
字
も
、
ま
だ
は
っ
き
り
と
見
て
と
れ
ま
す
。

No Image

図17　莫高窟第237窟南壁　法華経変・薬草喩品
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画
家
は
、
見
る
人
が
よ
く
知
っ
た
こ

の
よ
う
な
農
業
生
産
の
場
面
を
通
し

て
、
こ
の
品
が
宣
揚
す
る
﹁
三
草
二

木
が
、
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
み
な

法
果
を
得
る
﹂
と
い
う
平
等
の
衆
生

観
の
思
想
と
、﹁
一
雲
が
遍
く
覆
う
﹂、

﹁
一
雨
を
普
く
受
け
る
﹂
と
い
う
平
等

の
教
育
観
を
、
形
象
と
し
て
表
現
し

た
の
で
す
。
と
り
わ
け
、
画
面
で
は

別
に
農
夫
一
家
が
田
の
そ
ば
に
車
座

に
な
っ
て
憩
い
な
が
ら
食
事
を
し
て

い
る
場
面
を
ム
ー
ド
豊
か
に
描
き
出

し
て
い
ま
す
。
こ
の
場
面
は
、
そ
の

下
の
﹁
方
便
品
第
二
﹂
を
表
現
し
た

画
面
に
お
い
て
、
舞
人
が
軽
快
に
舞

い
、
衆
人
が
地
面
に
坐
っ
て
取
り
囲
み
、
さ
ら
に
、
童
子
ら
が

砂
山
を
作
っ
て
い
る
画
面
と
と
も
に
、
歓
楽
、
安
寧
、
安
祥
の

理
想
に
お
け
る
世
俗
生
活
の
場
面
を
構
成
し
て
い
ま
す
（
図
18
）。

　

し
か
る
に
、
こ
の
よ
う
な
生
活
場
面
は
、
古
人
の
夢
想
に
す

ぎ
な
い
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
け
っ
し
て
一
国
一
地
域
の
人

の
夢
想
で
も
な
い
の
で
す
！　

ま
た
、
例
え
ば
、﹃
法
華
経
﹄﹁
化

城
喩
品
第
七
﹂
に
、﹁
若も

し
衆
生
は
但た
だ

一
仏
乗
を
聞
く
の
み
な
ら

ば
、
則す

な
わ
ち
仏
を
見
ん
と
欲
せ
ず
、
親し
ん

近ご
ん

せ
ん
と
欲
せ
ず
。
便す
な
わ
ち

No Image

図18　莫高窟第23窟北壁　法華経変（部分）
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師
が
﹁
幻
の
城
﹂
を
現
出
し
て
疲
れ
た
宝
探
し
の
人
を
励
ま
す

に
し
ろ
、
あ
る
い
は
ま
た
、
長
者
が
外
で
五
十
年
も
漂
泊
し
て

い
た
﹁
窮ぐ

う

子じ

﹂
を
す
こ
し
ず
つ
善
導
し
、
良ろ
う

医い

の
父
親
が
一
計

を
は
か
っ
て
誤
っ
て
毒
薬
を
飲
ん
だ
頑
迷
な
﹁
諸
子
﹂
に
薬
を

飲
ま
せ
る
に
し
ろ
、
じ
っ
さ
い
い
ず
れ
も
﹃
法
華
経
﹄
の
﹁
差

異
を
承
認
し
、
差
異
を
尊
重
し
、
機
根
に
随
っ
て
教
え
を
施
す
﹂

と
い
う
理
念
を
表
現
し
て
い
る
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
比
喩
故
事
の
ほ
か
に
、
敦
煌
の
﹃
法

華
経
﹄
図
像
の
一
つ
の
重
要
な
構
成
部
分
と
し
て
、﹁
観
世
音
菩

薩
普
門
品
﹂
の
内
容
を
表
現
し
た
画
面
に
も
、
煩
を
厭
わ
ず
に

﹁
観
音
が
三
十
三
身
を
示
現
す
る
﹂
と
い
う
説
法
の
場
面
等
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
第
三
〇
三
窟
と
第
四
二
〇
窟
で
は
、

ど
ち
ら
も
窟
頂
の
す
べ
て
の
斜
面
を
用
い
て
﹁
観
世
音
菩
薩
普

門
品
﹂
一
品
の
内
容
だ
け
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
観

音
が
﹁
三
十
三
身
を
示
現
す
る
﹂
こ
と
に
つ
い
て
は
、﹁
応ま

さ

に
仏

身
を
以
て
、
度
す
こ
と
を
得
べ
き
者
﹂
か
ら
﹁
応
に
天
、
竜
⋮

人に
ん

・
非ぴ

人に
ん

等
の
身
を
以
っ
て
度
す
こ
と
を
得
べ
き
者
﹂
ま
で
が

す
べ
て
画
面
上
に
表
現
さ
れ
て
い
て
、
画
工
が
、﹃
法
華
経
﹄
の

貴
賎
を
分
か
た
ず
、
人
と
﹁
非
人
﹂
の
別
が
な
い
平
等
思
想
に

是
の
念
を
作な

さ
く
、﹃
仏
道
は
長じ
ょ
う
お
ん遠な
り
。
久
し
く
勤ご
ん

苦く

を
受
け

て
、
乃い

ま

し
成
ず
る
こ
と
を
得
べ
し
﹄
と
。
仏
は
是
の
心
の
、
怯こ
う

弱に
ゃ
く

下げ

劣れ
つ

な
る
を
知し
ろ

し
め
し
て
、
方
便
力
を
以
て
、
中ち
ゅ
う
ど
う道に
於
い

て
止し

息そ
く

せ
ん
が
為
の
故
に
、
二
涅
槃
を
説
く
﹂
と
あ
り
ま
す
。

敦
煌
の
法
華
経
変
の
中
で
﹁
化
城
喩
品
第
七
﹂
を
表
現
し
た
画

面
に
お
い
て
も
、
大
導
師
が
宝
探
し
の
人
を
導
く
た
め
に
﹁
幻

の
城
﹂
を
現
出
し
た
画
面
が
多
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
19
）。

こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
長
者
が
﹁
三
車
﹂
で
引
き

寄
せ
て
遊
び
好
き
の
諸
子
を
﹁
火
宅
﹂
か
ら
誘
い
出
し
、
大
導

No Image

図
19　

莫
高
窟
第
61
窟
南
壁　

法
華
経
変
・
化
城
喩
品
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強
く
賛
同
し
て
い
た
こ
と
を
体
現
し
て
い
ま
す
（
図
20
）。
こ
の

よ
う
な
平
等
思
想
は
、
敦
煌
石
窟
に
表
現
さ
れ
た
観
音
の
事
績

の
二
十
九
面
の
﹁
観
音
経
変
﹂
の
画
面
に
お
い
て
ず
っ
と
貫
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
初
唐
期
に
始
ま
っ
て
か
ら
、﹃
法
華
経
﹄

図
像
の
画
面
が
簡
素
で
あ
れ
煩
雑
で
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
﹁
差し

ゃ

別べ
つ

無
し
﹂
の
仏
性
観
の
思
想
が
ず
っ
と
画
面
で
表
現
す
べ
き
主

題
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
す
。

　

現
今
の
世
界
で
は
、
国
家
は
大
小
・
強
弱
の
差
が
あ
り
、
人

は
貧
富
・
賢
愚
の
別
が
あ
っ
て
、
そ
れ
も
争
え
な
い
事
実
で
す
。

我
々
は
た
だ
﹃
法
華
経
﹄
が
唱
導
す
る
よ
う
に
、
国
家
の
次
元

に
お
い
て
は
、
国
家
間
に
歴
史
と
文
化
の
差
異
が
存
在
す
る
こ

と
を
承
認
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
が
自
ら
の
国
情
に
基
づ
い
て

選
択
し
た
発
展
の
路
を
尊
重
し
て
、
押
し
付
け
る
こ
と
を
し
な

け
れ
ば
、
必
ず
や
﹁
和
し
て
同
ぜ
ず
﹂
の
﹁
平
和
的
共
生
﹂
を

成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
個
人
の
次
元
に
お
い

て
は
、
個
体
の
差
異
を
承
認
し
、
各
人
の
生
活
様
式
と
信
仰
を

尊
重
し
て
、
一
律
を
強
要
し
な
い
こ
と
で
す
。
た
と
え
教
育
に

お
い
て
も
、
差
異
を
尊
重
し
、
人
材
に
応
じ
て
教
え
を
施
し
て
、

楽
し
み
の
な
か
に
教
え
が
あ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
無
理
や
り
﹁
杓

No Image

図20　莫高窟第303窟 窟頂西斜面　観音が竜王の身を現す
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子
定
規
﹂
に
説
教
し
た
り
、
無
理
や
り
詰
め
込
ん
で
は
い
け
ま

せ
ん
。

　

最
後
に
、
敦
煌
の
『
法
華
経
』
図
像
が
展
開
す
る
「
菩
薩
行
」

の
「
実
践
観
」
が
我
々
に
与
え
る
「
衆
生
を
博
愛
す
る
」、「
忍に

ん

辱に
く

に
し
て
寛
容
で
あ
る
」、「
他
者
を
信
頼
す
る
」
と
い
う
啓
示

で
す
。

　
﹃
法
華
経
﹄
は
特
に
﹁
菩ぼ

さ
つ
ぎ
ょ
う

薩
行
﹂
を
強
調
し
ま
す
。﹃
法
華
経
﹄

二
十
八
品
中
、
五
品
が
も
っ
ぱ
ら
各
種
の
菩
薩
の
慈
悲
の
事
績

を
説
い
た
も
の
で
、
常
不
軽
菩
薩
、
薬
王
菩
薩
、
妙
音
菩
薩
、

観
音
菩
薩
か
ら
普
賢
菩
薩
に
至
る
ま
で
の
大
乗
の
菩
薩
は
、
上

は
諸
仏
を
供
養
し
、
下
は
衆
生
を
救
済
し
て
、
仏
の
教
化
を
助

け
て
い
ま
す
。﹁
菩
薩
行
﹂
を
重
視
・
強
調
す
る
こ
と
も
ま
た
﹃
法

華
経
﹄
の
一
大
特
徴
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
明
の
太
宗
朱

棣
︵
一
三
六
〇⊖

一
四
二
四
年
︶
が
撰
述
し
た
﹃
御
製
大
乗
妙
法
蓮

華
経
序
﹄
に
は
、
透
徹
し
た
要
約
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

﹁
⋮
⋮
こ
れ
は
誠
に
海
を
渡
る
際
の
橋
渡
し
で
あ
っ
て
、
暗
い
と

こ
ろ
を
照
ら
し
出
す
智
慧
の
か
が
り
火
で
あ
る
。
善
男
子
、
善

女
人
よ
、す
べ
て
の
衆
生
は
、
正
し
い
心
を
保
っ
て
誠
実
で
あ
り
、

︹﹃
法
華
経
﹄
を
︺
受
持
し
読
誦
し
、︹﹃
法
華
経
﹄
を
︺
心
に
と
ど
め

No Image

図21　莫高窟第45窟　観音経変
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て
忘
れ
ず
、︹﹃
法
華
経
﹄
に
︺
ひ
れ
伏
し
て
敬
礼
し
、︹﹃
法
華
経
﹄

を
︺
供
養
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
す
べ
て
の
苦
悩
を
離
れ
、
す
べ
て
の

業
障
を
取
り
除
き
、
す
べ
て
の
生
死
の
苦
し
み
を
説
き
明
か
す

こ
と
が
で
き
る
。
た
ん
に
、
飢
え
た
者
が
食
べ
物
を
得
る
こ
と

の
よ
う
な
、
渇
い
た
者
が
飲
み
物
を
得
る
こ
と
の
よ
う
な
、
寒

い
者
が
火
を
得
る
こ
と
の
よ
う
な
、
熱
い
者
が
涼
し
さ
を
得
る

こ
と
の
よ
う
な
、
貧
し
い
者
が
宝
を
得
る
こ
と
の
よ
う
な
、
病

の
者
が
医
者
を
得
る
こ
と
の
よ
う
な
だ
け
で
は
な
い
﹂
と
。

　

観
世
音
菩
薩
は
、﹁
難
有
れ
ば
必
ず
救
い
﹂、﹁
求
め
有
れ
ば
必

ず
応
じ
﹂、
人
々
が
貪
・
瞋
・
痴
の
﹁
三
毒
﹂
を
除
く
の
を
助
け
、

さ
ら
に
は
異
な
る
衆
生
の
形
象
に
化
身
し
て
、
衆
生
に
説
き
、

﹃
法
華
経
﹄
が
唱
導
す
る
﹁
大
愛
﹂
と
﹁
博
愛
﹂
の
実
践
観
を
体

現
し
て
い
ま
す
。﹃
法
華
経
﹄
が
こ
の
よ
う
に
﹁
菩
薩
行
﹂
の
思

想
を
重
視
す
る
こ
と
は
、
敦
煌
の
﹃
法
華
経
﹄
図
像
に
お
い
て

も
充
分
に
表
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
隋
代
︵
五
八
一︲

六
一
八
年
︶

か
ら
、
観
音
菩
薩
の
﹁
苦
を
救
い
難
を
救
う
﹂
そ
し
て
﹁
方
便

と
し
て
化け

度ど

︹
教き
ょ
う
け化
・
済さ
い

度ど

︺
す
る
﹂
と
い
っ
た
事
績
を
完
全
に

表
現
し
た
画
面
が
現
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
盛
唐
期
に
開
鑿
さ

れ
た
莫
高
窟
第
四
五
窟
の
南
壁
全
面
に
は
観
音
の
﹁
七
難
を
救

No Image

図22　莫高窟第23窟東壁　法華経変・常不軽菩薩品
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う
﹂
そ
し
て
﹁
三
十
三
身
を
示
現
す
る
﹂
と
い
っ
た
画
面
が
描

か
れ
て
い
ま
す
し
（
図
21
）、
第
二
三
窟
で
は
、
洞
窟
の
三
壁
に

﹁
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
﹂
を
含
む
少
な
く
と
も
十
九
品

の
内
容
が
描
か
れ
て
い
る
ほ
か
、
伏ふ

く

斗と

式
窟
頂
の
南
斜
面
全
面

に
再
び
﹁
観
世
音
菩
薩
普
門
品
﹂
の
﹁
諸
々
の
難
を
救
う
﹂
そ

し
て
﹁
三
十
三
身
を
示
現
す
る
﹂
と
い
っ
た
画
面
が
描
き
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
同
じ
洞
窟
中
に
は
二
幅
の
﹁
観
世
音
菩
薩
普
門

品
﹂
が
描
き
出
さ
れ
て
い
て
、﹁
菩
薩
行
﹂
の
思
想
が
受
け
た
重

視
の
ほ
ど
を
充
分
も
の
が
た
っ
て
い
ま
す
。
観
音
菩
薩
以
外
に

も
、
常
不
軽
菩
薩
が
﹃
法
華
経
﹄
特
有
の
別
種
の
﹁
菩
薩
行
﹂

を
打
ち
立
て
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、﹃
法
華
経
﹄﹁
常
不
軽
菩
薩

品
第
二
十
﹂
に
、﹁
多
年
を
経

き
ょ
う
り
ゃ
く
歴
し
て
、
常
に
罵め

詈り

せ
ら
る
れ

ど
も
、
瞋し

ん

恚に

を
生
ぜ
ず
し
て
、
常
に
是
の
言こ
と
ばを
作
さ
く
、﹃
汝
は

当ま
さ

に
作
仏
す
べ
し
﹄
と
。
是
の
語こ
と
ば
を
説
く
時
、
衆し
ゅ

人に
ん

、
或
は

杖じ
ょ
う
も
く
木
・
瓦が
し
ゃ
く石
を
以
て
、
之
を
打
ち
ょ
う
ち
ゃ
く
擲
す
れ
ば
、
避
け
て
走
り
遠
く

住
し
て
、
猶な

お

高こ
う
し
ょ
う
声
に
唱
え
て
言い

わ
く
、﹃
我
は
敢
え
て
汝な
ん
だ
ち等
を
軽

ん
ぜ
ず
。
汝
等
は
皆
当
に
作
仏
す
べ
し
﹄
と
﹂
と
あ
り
ま
す
。

常
不
軽
菩
薩
が
口
の
中
で
常
に
誦ず

し
て
い
た
﹁
我
敢
え
て
汝
等

を
軽
し
め
ず
。
汝
等
皆
当
に
作
仏
す
べ
し
﹂
と
い
う
有
名
な
語

こ
と
ば

No Image

図23　莫高窟第76窟南壁　法華経変・常不軽菩薩品
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は
、﹃
法
華
経
﹄
の
﹁
平
等
の
仏
性
観
﹂
の
最
良
の
体
現
と
し
て
、

す
で
に
当
時
の
人
々
の
心
霊
の
深
処
に
深
化
さ
れ
て
い
て
、
よ

っ
て
、
こ
の
品
も
ま
た
敦
煌
の
法
華
経
変
に
お
い
て
常
に
表
現

さ
れ
た
題
材
で
し
た
。
例
え
ば
、
前
述
の
莫
高
窟
第
二
三
窟
の

東
壁
の
門
の
上
方
に
は
、
大
型
の
画
面
を
用
い
て
、﹁
常
不
軽
菩

薩
品
第
二
十
﹂
中
の
、
常
不
軽
菩
薩
が
四し

衆し
ゅ

を
礼
拝
す
る
↓
常

不
軽
菩
薩
が
衆し

ゅ
に
ん人
に
侮
蔑
・
悪
罵
さ
れ
る
↓
常
不
軽
菩
薩
が
衆

人
に
殴
打
さ
れ
る
↓
衆
人
が
地
に
伏
し
て
常
不
軽
菩
薩
を
拝
す

│
と
い
っ
た
筋
プ
ロ
ッ
トが
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
22
）。

　

類
似
の
場
面
は
、
前
述
の
晚
唐
期
の
第
八
五
窟
、
五
代
の
第

六
一
窟
、
宋
代
の
第
七
六
窟
の
法
華
経
変
に
お
い
て
も
非
常
に

明
瞭
に
描
き
出
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
23
）。
常
不
軽
菩
薩
は
次
々

と
衆
人
の
誤
解
、
侮
辱
や
罵め

詈り

・
打
ち
ょ
う
ち
ゃ
く
擲
さ
え
も
受
け
ま
し
た
が
、

か
つ
て
一
度
も
そ
れ
に
よ
っ
て
衆
人
に
対
し
て
怨
恨
の
心
を
生

じ
る
こ
と
な
く
、
い
さ
さ
か
も
変
わ
ら
ず
に
衆
人
を
礼
拝
し
、

忍に
ん

辱に
く

に
し
て
忿い
か

ら
ず
、
寛
容
に
人
を
愛
し
、
つ
い
に
は
衆
人
の

﹁
善
﹂
の
本
性
が
呼
び
覚
ま
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
信
じ
て
い

ま
し
た
。

　

現
今
の
世
代
で
は
、
戦
争
、
疾
病
、
災
害
、
飢
餓
が
時
々
刻
々

と
人
類
の
生
存
を
お
び
や
か
し
、
世
界
の
平
和
を
壊
そ
う
と
し

て
い
ま
す
。
我
々
は
﹃
法
華
経
﹄
に
お
け
る
観
音
菩
薩
や
常
不

軽
菩
薩
の
よ
う
に
、
広
々
と
し
た
胸
襟
を
も
ち
、
人
を
愛
す
る

心
を
も
っ
て
、
一い

っ

時と
き

で
あ
れ
長
期
間
で
あ
れ
不
満
や
誤
解
に
堪

え
忍
ぶ
こ
と
が
で
き
、
他
者
に
寛
容
・
寛
恕
を
も
っ
て
対
す
る

こ
と
が
で
き
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
、﹁
小
さ
く
は
人
と
人
と
の
間

で
互
い
に
関
心
を
持
っ
て
仲
良
く
付
き
合
い
、
大
き
く
は
国
と

国
と
の
間
で
互
い
に
尊
重
し
合
い
、
相
違
は
残
し
つ
つ
共
通
点

を
見
出
し
て
平
和
に
共
生
す
る
﹂
と
い
う
﹁
大
同
世
界
﹂
の
理

想
を
実
現
し
て
、
つ
い
に
は
戦
火
の
な
い
、
憎
悪
の
な
い
、
殺

戮
の
な
い
﹁
地
球
村
﹂
を
築
き
上
げ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

三
、
結
び

　
﹃
法
華
経
﹄﹁
見
宝
塔
品
第
十
一
﹂
に
お
い
て
、
釈
迦
牟
尼
仏

が
霊
鷲
山
で
衆
生
の
為
に
﹃
法
華
経
﹄
を
講
じ
た
時
、
多
宝
塔

が
地
か
ら
涌
出
し
て
、
塔
に
多
宝
古
仏
の

│
﹁
善よ

き
哉か
な

善
き

哉
。
釈
迦
牟
尼
世
尊
、
能よ

く
平
等
大だ
い

慧え

、
菩
薩
を
教
う
る
法ほ
う

に

し
て
仏
の
護ご

念ね
ん

し
た
ま
う
所
の
妙
法
華
経
を
以
て
大だ
い

衆し
ゅ

の
為
に

説
き
た
も
う
﹂
と
い
う
大
音
声
が
響
き
渡
り
ま
す
。
釈
迦
の
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﹁
霊

り
ょ
う

山ぜ
ん

二に

会え

﹂
は
す
で
に
過
ぎ
去
っ
た
こ
と
で
す
が
、﹃
法
華
経
﹄

が
唱
導
す
る
﹁
平
和
と
共
生
﹂
の
真
理
性
と
永
久
性
は
、
長
久

に
わ
た
っ
て
か
の
一
枚
一
枚
の
異
な
る
文
字
で
書
か
れ
た
経
巻

の
上
に
留
め
ら
れ
、
敦
煌
壁
画
の
か
の
一
幅
一
幅
の
生
き
生
き

し
た
画
面
の
中
に
留
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
多
宝
塔

中
で
発
せ
ら
れ
た
多
宝
仏
の
大
音
声
と
同
じ
よ
う
に
、
一
一
〇

〇
年
来
ず
っ
と
こ
だ
ま
し
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
ま
さ
に
池
田
大
作
先
生
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、﹁﹃
法

華
経
﹄
が
東
洋
の
諸
民
族
に
最
も
親
し
ま
れ
、
広
く
伝
播
し
、

人
々
の
﹁
魂
﹂
を
救
済
し
て
き
た
の
も
、
こ
の
経
典
が
内
包
す

る
深
遠
な
宗
教
性

│
宇
宙
生
命
と
の
融
合
の
境
地
と
そ
の
平

易
な
る
表
現
法
に
あ
り
ま
し
た｣

︹﹃
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク　

法
華
経
展

│
平
和
と
共
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

│
﹄
二
〇
一
三
年
、
七
頁
︺。
同
じ

よ
う
に
、
敦
煌
壁
画
に
お
け
る
﹃
法
華
経
﹄
図
像
も
ま
た
、
古

人
が
平
等
、
安
祥
、
静
謐
の
生
活
を
追
求
す
る
麗
し
い
願
望
を

明
示
し
て
い
て
、
さ
ら
に
、
現
今
の
世
界
が
ど
の
よ
う
に
し
て

異
な
る
種
族
、
異
な
る
信
仰
の
間
で
の
平
和
的
共
生
を
成
し
遂

げ
れ
ば
い
い
の
か
を
、
そ
し
て
、
共
々
に
発
展
す
る
時
代
に
は

新
し
い
思
考
を
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
、
我
々
に
啓
示
し
て

い
る
の
で
す
。

原
注

︵
１
︶ 

中
華
書
局
の
標
点
本
﹃
魏
書
﹄︵
三
〇
三
二
頁
︶
と
は
別
釈
で

あ
る
。

　

※
本
稿
は
、﹁
法
華
経

│
平
和
と
共
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
﹂
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
展
の
開
幕
式
に
お
け
る
基
調
講
演
﹁
久
遠
的
廻
響

│
敦

煌
壁
畫
︽
法
華
經
︾
圖
像
及
當
代
啓
示
﹂︵
発
表
ス
ラ
イ
ド
の
説
明

文
は
主
に
繁
体
字
︶
の
内
容
に
加
筆
さ
れ
た
中
国
語
原
稿
︵
簡
体

字
︶
の
邦
訳
で
あ
る
。
図
版
は
一
部
に
限
っ
た
。
な
お
︹　

︺
は

邦
訳
に
際
し
て
の
補
訳
で
あ
る
。﹁
法
華
経
﹂
の
経
文
の
書
き
下
し

は
、﹃
妙
法
蓮
華
経
並
開
結
﹄︵
創
価
学
会
版
︶
に
準
じ
る
。

︵
図
版
提
供
：
敦
煌
研
究
院
︶

张
元
林
︵
ち
ょ
う　

げ
ん
り
ん Z

hang Yuanlin

／

敦
煌
研
究
院
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
敦
煌
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
研
究
員
︶


